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未完Foundationはメイカーを創出します。

未完Foundationは、北海道を拠点に地域の若手エンジニアに向けた学びの場の提供、企業との出会いの提供、社会実装
体験の提供などにより、技術を用いて課題を解決をする課題解決志向の技術者「メイカー」を創出することを目的とし
ています。また、地域の自治体や教育機関などと連携をすることで「メイカー」たちが地域社会で活躍できる環境を生
み出すエコシステムの形成に寄与することを目指しています。 

この取り組みは、2021年２月に若者向けプロジェクトのディレクションを行う「Social Change Lab合同会社」と北
海道出身で地域のコミュニティやプロジェクトを多数デザインしている「コミュニティアンドプロジェクトグループ合同
会社」の２社の共創により生まれた小さな活動でした。その後、多くの企業や自治体からのご支援により事業が拡大し
2022年８月より一般社団法人として事業を行なっています。 

私たちは、「メイカー」を創出するため地域の若手エンジニアに「作る力」と「課題解決能力」が養われる事業活動や
プログラム提供を行なっていきます。



未完Foundationのソーシャルインパクト設計

OUTPUT

課題解決志向の技術者を 
育てるためのコミュニティの 
モデルケースをつくる

自治体DX・DX人材育成、地域発IT企業 
の創出、地域に新たな産業として 
のテック・クリエイティブ 

産業を生み出す

「技術で地域をよくする」

OUTCOME

法人が提供する価値 活動の成果

地域から新たな日本の基幹産業としてテクノロジー・クリエイティブ産業を 
活性化させ、雇用の創出や地域の魅力向上につなげるモデルの創出

SOCIAL IMPACT

「メイカー育成」



未完が目指す「メイカー」とは？

エンジニア

メイカー

技術を学び、扱える人

技術を使い、課題を解決できる人

未完が育成を目指すメイカーとは「技術を使う」エンジニアから１歩進んだ技術者の
あり方です。技術を使うだけでなく使うための目的から考え、課題を整理し必要な技
術を選定しながらモノをつくる人たちです。

企業においてはマネージャーなど「作ること」と「考えること」の２つを任される人
で、起業や新規事業開発なども取り組むことができる層の技術者です。

“技術を使い、モノをつくることを通じて、課題を解決する人”

メイカーを育てるため「作る力」と「課題解決能力」の向上の２点を軸に事業やプ
ログラム提供を行います。メイカーの育成と増加が技術の社会実装に貢献し、テクノロ
ジードリブンな産業が地域に生まれることを目指しています。



「作る力」と「課題解決能力」の向上

コミュニティ学習 社会実装体験

未完コミュニティに参加する中で意識せずとも、 
知識やマインドが向上し、技術力に繋がる学び方

実課題にアプローチし、自らが作った物を社会実装する体験が、
課題志向な技術者を育てる

プログラミングスクールは「書くこと」にフォーカスをしますが、未完
では「集まりに身を置き、交流する中でマインドと知識を変えること」
にフォーカスを置きます。情報があふれる現代では、マインドをもって
知識を取捨選択していくことが重要になります。「インプット」と「ア
ウトプット」を繰り返しながらマインドと知識を獲得できる環境をモデ
ル化します。 

未完では、実課題をテーマに、自治体や企業を巻き込んだハッカソンを
開催します。技術力を競うハッカソンではなく課題に対し、どう解決を
目指し、どのように社会実装するのかにフォーカスをおいたハッカソン
を実施する中で私たちが目指す、課題解決志向な技術者「メイカー」を
育てる場を増やしメイカーエコシステムを作ります。

インプット
勉強会 LT会・ハンズオン

アウトプット
マインドと知識を獲得 実課題

社会に 
実装していく 
体験・経験



未完Foundationの事業

未完Labo事業 スポンサープログラム事業

230名越えが参加する北海道最大のU25エンジニアコミュニティ 協賛金を原資とした未完Laboコミュニティや連携する技術系コミュニ
ティに向けたイベントやプログラムの企画運営

毎週の勉強会プログラム「未完Study」や開発イベントプログラム「未完Open」 
などエンジニアを志向するU25世代に向けて気軽にコードやプログラミングに触れる

機会を継続して提供しています。

未完Foundationへの企業や自治体からの協賛を原資にスポンサードイベントやプロ
グラムを実施します。未完が自治体から後援を取付け、未完Laboメンバーを中心に
集客し、自治体のリアルな課題をテーマとする課題解決ハッカソン「HOKKAIDO 
CITY HACK」シリーズや産学連携プロジェクトなどを運営しています。

コミュニティサポート事業

主に北海道内の大学や専門学校、高専に存在する技術系U25コミュニティへの支援と
して、未完Laboコミュニティが連携プログラムなどを共催しています。

北海道内に点在する技術系U25コミュニティのイベントや 
勉強会開催を支援



未完Foundationが提供するプログラム

未完Study HOKKAIDO CITY HACK PROJECT

未完Foundationが運営するエンジニア向け勉強会イベント
実際の自治体課題をテーマにしたハッカソンイベント

未完Foundationでは230名ほどの若手エンジニアが参加す
るオンラインコミュニティを運営しています。未完Studyは
主に初心者～中級者むけの技術に関する勉強会です。幅広い
テーマを扱い実践的な内容を学ぶことができます。

未完Open

未完Foundationが運営する実践的な開発イベント

つくる力を学ぶ機会を提供 課題解決能力の向上を支援

未完Foundationでは230名ほどの若手エンジニアが参加す
るオンラインコミュニティを運営しています。 
未完Openは主に中級者～上級者むけのハンズオン型の開発
イベントです。AIやUnity/C言語など幅広く実際に手を動か
して開発できるイベントを用意しています。

未完Foundationでは北海道の自治体のリアル
な課題やデータを用いた「ハッカソン」の運
営を行なっています。本プログラムは自治体が
課題やデータを拠出し、一般企業が資金やメ
ンタリングを担当、未完Foundationが事務局
として未完Laboメンバーを中心に参加者募集
やその運営全般を担い、アイデア創出から
ハッカソン、PoCまでの実施を目標に実施し
ています。



運営体制について



組織と主要メンバー

共同代表理事

パートナーシップ部門 コミュニティ部門

事業統括/ガバナンス

事務局部門

一般社団法人未完は独自に事務局を組織する独立した組織です。2名の代表理事がそれぞれ事業統括とガバナンスとを担当しています。 
主な役割部門としては、協賛企業や自治体とのプロジェクトを誘致企画するチーム、イベント運営や集客広報及び契約関連を担う事務局チーム、 

コミュニティ参加学生に学びや出会いの価値創出を目指すチームなどを配置し複数人での運営を進めています。

高校生の時からフリーランスのWebエンジニ
アとして活動し、現在はフリーランスのソフ
トウェアエンジニア。ITエンジニアとして北海
道・札幌のITコミュニティを盛り上げ、レベル
アップをしたいという思いの下、運営に参画
し事務局長を務める。海外ハッカソン受賞歴
や、学生時代にゲームのコンテストで地区予
選突破の経験あり。 

従業員数名からマザーズ上場を果たした 
経営経験をフル活用します。 
2016　株式会社イノベーションにて 
　　　  CFOとして上場を経験 
2017　同社取締役副社長 COO職 
2019　CAPG,inc.設立　代表社員  
2020　LIFE&C HOKKAIDO,inc.設立 
　　　 代表取締役

Social Change Lab代表プロデューサーとし
て社会変革の触媒をテーマに企業の新規事業
のプロデュースや産学連携のコンサルティン
グを手がける札幌市・NHK・北海道選挙管理
委員会などの自治体や大企業の新規事業開発
を専門に行う。一般社団法人未完ではおもに
パートナーシップ部門の企画プロデュースを担
当する。 

西村航
事務局長

種市慎太郎
共同代表理事 / 事業統括

岸本真行
共同代表理事



学生達の横顔



連携団体メンバー計120名

未完Study参加者110名

未完 Laboメンバー230名

企業イベント平均視聴者50名

Twitterフォロワー500名以上
＠mikan_prj

マインド

参加する学生情報①

*集客広報、取り組み概要などは 
主にTwitterで情報発信しています。

*北大IT研究会、札幌南高プログラミング研究会 

千歳科学技術大学LTサークルなど

技術レベル
ビギナー　　７０％ 
ミドル　　　２０％ 
ハイクラス　１０％

※当社調べ「未完Laboコミュニティ実態調査に関する報告」より

キャリア＜スキル

所属する学校計10校以上
*北海道大学、千歳科学技術大学、北海道情報大学、はこだて未来大学 

  札幌南高校、札幌日大高校、立命館慶祥高校、苫小牧高専など



Q　「プログラミングはいつから？」

参加する学生情報②

27%

17%
17%

13%

26%

5年以上
4年以上
3年以上
2年以上
2年未満

Q　「今何歳ですか？」

30%

23%

46%

22歳以上
18歳以上22歳未満
18歳未満

Q　「どこに住んで働きたい？」

4%
17%

35%

44%

北海道
東京
その他国内
海外

Q　「自分のキャリアを考える？」

22%

13%

17%

48%

リサーチし勉強を始めた
最近考え動き始めた
考えているが実行できない
考えていない

※当社調べ「未完Laboコミュニティ実態調査に関する報告」より



北海道は高専や大学が多い
大学数：３７校・・・全国４位
高専数：　４校・・・全国１位

内閣府スタートアップ・エコシステム支援パッケージ推進拠点都市に認定や東京
ビジネス経験者のUIターン増で素地ができてきている

北海道の人口は全国8位500万人超え

5,212,462人
※2021年4月1日時点

内 1 5歳～ 2 9歳は約 7 0万人  
札幌は道内流入で人口増

EZO HUBやSAPPORO Incubation HUB DRIVEなど 
インキュベーション施設が充実

近年スタートアップ熱が高まる

北海道U25人材と北海道企業について
地方で技術活用が進まないという課題と技術活用の機会がない地方学生、IT
企業やベンチャー起業家などとの出会いの機会がない地方学生を結びつける
ことで双方の解決を目指す。

北海道や札幌市について



協賛金と特典



未完への協賛（年会費）
私たちは、「メイカー」を創出するため多くの企業様からの協賛金によって、 

地域の若手エンジニアに「作る力」と「課題解決能力」が養われる事業活動やプログラム提供を行なっていきます。

協賛形態
入
会
金

協賛金

1口1万円/年
主な特典① 
スポンサードコンテンツ

主な特典② 
採用支援

主な特典③ 
コミュニティやネットワークへの接続

特別正会員 な
し 100口以上/年

未完Foundationと共創による
通年での大規模イベントやプロジェクト 
の実施/共催

・貴社専用情報ページを未完HP内に開設 
・貴社の採用・求人・産学連携の支援 
　を未完Laboコミュニティと実施
・協賛記事の執筆

未完のネットワークを活用した 
自治体や教育機関との共創支援

正会員 な
し 30口以上/年

未完Foundationを事務局とした 
エンジニア向けイベントの実施/共催

・貴社専用情報ページを未完HP内に開設 
・貴社の採用・求人支援を未完Laboコミュニ 
　ティと実施

・協賛記事の執筆

未完コミュニティマネージャー 
を通した学生との直接面談など

賛助会員 な
し 10口以上/年

未完Founndationが展開する事業や 
プログラムへの協賛

・貴社専用情報ページを未完HP内に開設 
・貴社の採用・求人情報の 
　未完Laboコミュニティへの紹介

・未完コミュニティとの接点構築、 
　ネットワーキング
・学生向けイベントへの参加など



入会までの手続き

利用規約の提示

・入会届出書の受理後、おおよそ5営業日以内に承認決済致します。 
・入会日の起算は入金日の翌日となります。 
・年会費の起算は毎年4月1日とします。 
・入会届受領後、おおよそ５営業日以内に理事会承認します。 
・理事会承認後、おおよそ５営業日以内に入会決定通知書及び協賛金（年会費）のご請求書を発行します。 
・ご入金日は、請求書到着翌月末までに指定口座にお振込いただきます。 
・お振込手数料は貴社のご負担となります。

入会届提出 理事会承認 決定通知と請求



会員専用情報ページ制作の流れ

ご入金確認

・未完Foundationの公式Webサイト内に掲載される会員専用の情報ページです。 
・ご入金確認前に会員専用ページ制作に必要なヒヤリングフォームを送信します。 
・ご入金確認後かつ質問フォームご回答後に貴社専用情報ページの作成に入ります。

質問フォーム 最終確認初稿



イベント実施の流れ

企画提案

・「HOKKAIDO CITY HACK PROJECT」など自治体との連携を必要とするイベント企画の場合は、 
　対象自治体候補の選定や後援折衝に数ヶ月の時間を要する場合があります。 
・賛助会員は、イベント開催支援の対象外となります。 
　　

貴社ニーズ 日程FIX

準備・折衝

登壇者予定確保

広報・集客当日運営



協賛活動事例や活用例



アクセンチュア株式会社との共催、苫小牧市後援により自治体の実際の課題をテーマ 
としたアイデアソンとハッカソンを実施。自治体協力のもと社会実装までを目指す。 

特別正会員の活動事例　2022年6月～

目的①協賛企業 
　アクセンチュアイノベーションセンター北海道の社会貢献活動 
　を通じて優秀学生人材と接点を持つこと 
 
目的②後援自治体 
　苫小牧市が推進するスマートシティ構想に学生のアイデアを活かし、 
　民間企業のアイデアを取り入れるきっかけにすること 

期間：6ヶ月間のアイデアソンハッカソン、それ以降の社会実装実験 
場所：オンライン開催 Discord利用 
参加：アクセンチュア様の内定者と未完コミュニティメンバー50名 
　　　以上が参加。苫小牧市担当職員による課題発表やメンターとして 
　　　アクセンチュア社員が協力し未完事務局が企画運営。2022年 
　　　12月10日に札幌市内会場にてリアル最終は票回と表彰式。 



自治体や教育機関×学生×企業で技術を活用した課題解決型イノベーション 
を生み出す新しいオープンイノベーションプロジェクト実施スキームとしての活用

協賛企業エンジニア
志向学生

自治体 
教育機関

リソース 
資金提供

社会課題 
意識の高い 

U25世代との接続

企業やU25世代からのアイデア 
課題オープン化による新しい発見

臨場感あるハッカソン体験 
社会実装疑似体験 

身近な話題と技術の接続

課題の提供 
情報・データの提供

ハッカソンへの参加 
開発リソースの提供

学生と自治体や教育機関が共同でアイデア・プロダクトを創出

特別正会員の活用例　オープンイノベーション



正会員の活動事例　2022年10月
株式会社DONUTS様を主催として、エンジニアのリアルな働く現場を株式会
社DONUTS様社員の方々に語ってもらい質問などが出来るイベントを開催

目的：協賛企業 
　株式会社DONUTSがエンジニア拠点として進出した札幌市において 
　エンジニア志向の学生インターンを採用するため 

期間：リアル開催１日、オンライン開催１日 
場所：札幌文化交流センター、オンライン開催 Discord利用 
参加：リアル開催10名、オンライン開催2023年1月実施予定 
成果：インターン生２名獲得済み 



自主勉強会やその他の事例

つくる力を学ぶ機会を提供 課題解決能力の向上を支援

課題公式Twitterアカウントで勉強会や 
イベントの様子をご覧頂けます。



私たちは「メイカー」を輩出します。 

こんなことやりたい。 
こんな人と出会いたい。 
お気軽にご相談下さい。

info@mikan-foundation.org


